大阪府景観形成基本方針の概要
　


平成20年4月施行





第1章　景観形成の基本的考え方





『景観の全体像をデザインする視点』





景観形成に当っての前提として、景観の概念、取り組む姿勢、主体と役割、まちづくりの方向を示すとともに、「景観法」の活用について、大阪府の考え方を取りまとめ


１．景観とは・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ２．景観形成の基本姿勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．景観形成の主体と役割分担





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





４．まちづくりの方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．景観法活用の考え方











景観法は府のこれまでの取組みを後押しするものであり、効果的に活用する。


１．各市町村に対し、景観行政団体となり、景観計画を策定していくことを促進し、自主的な取り組みを支援


２．これまでどおり広域的な観点からの景観形成を推進　（広域的な観点から景観計画の策定）





それぞれの主体がそれぞれの役割を十分に認識し、協力して取り組む


大 阪 府：広域的観点から、景観形成に関する基本的かつ総合的な施策を推進


市 町 村：府や隣接する市町村と連携し、地域の特性に応じた施策を推進


府民･事業者：様々な面で景観形成の重要な主体として活動





〇府総合計画では、「自然環境を守り、つくり、育てる魅力ある都市づくり」や「個性と魅力あふれる都市の形成」などの方向性


〇社会経済情勢の変化を受け         








「景観」は、様々なもので構成される環境を、我々が眺め、感じたもの


〇 様々な要素から成り立つ


〇 私たちの生活・文化が視覚的に形になって表れたもの











〇 自然環境に配慮する


〇 地域性、場所性、歴史性に配慮する


〇 生活や活動を通して考える


〇 心に残る風景をつくる








大阪府都市計画審議会答申より


（Ｈ18.7）





既存の都市ストックを活用しつつ、量的充足と併せて質的向上


緑に縁取られた集約連携型の都市構造を形成


多様化するニーズに対応するため、各分野が連携





(1) 府民・事業者等とともにすすめる景観づくり


① まちの美しさに対する関心づくり


② 美意識・美的感性づくり


③ ルール・マナーを守る景観づくり


④ まちづくりの担い手のネットワークづくり


　　　　「大阪美しい景観づくり推進会議」の積極的活用




















(2) 適切な規制・誘導による景観づくり





(3) 美しい景観づくりのための事業


① 水に親しめるまちづくり


② 花と緑にあふれるまちづくり


③ 快適で潤いのある美しいみちづくり


④ 歴史・文化の息づくまちづくり


⑤ 手本となる公共建築づくり


⑥ 地域のシンボル・モデルとなるまちづくり








基本目標





“美しい世界都市大阪の実現”


１ 風格があって賑わう個性と魅力に富む都市空間の創造


２ うるおいがあり、愛着を持って住み、働くことができる生活空間の創造


３ 次世代に継承することのできる美しい地域環境の保全








景観形成の基本方針


① 自然的特性に対する基本方針


『大阪の骨格となる自然軸である｢水と緑｣の景観の構造を保全し、創造し、育成する』


② 社会経済的特性に対する基本方針


『個性と魅力のある都市軸、市街地などの景観を創造し、育成する』


③ 歴史文化的特性に対する基本方針


『世界に誇ることのできる歴史・文化などの大阪固有の景観を保全し、創造し、育成する』








景観上重要な要素をあげ、それらを持つ地域について景観形成を推進





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景観形成を推進すべき地域における構成要素毎の景観形成の方向


１．景観形成を推進する地域





２．要素毎の景観形成の方向


























景観づくりの際には、景観上重要な要素毎の考え方に配慮する。ただし、単一の要素のみに捉われることなく、景観の全体像を把握するとともに、同じ要素でも地域により特色があることから、地域らしさを読み取るなど、総合的に配慮する。


「軸景観」　① 自然軸－緑地軸　　　　：〇背景となる山・丘陵等の緑の保全・育成 〇建物等の自然景観との調和


② 自然軸－河川軸　　　　：〇水と緑の回廊作り 〇沿川諸要素の一体性、水辺への眺望や建物ﾃﾞｻﾞｲﾝ配慮


③ 自然軸－海岸軸　　　　：〇水と緑の軸を形成 〇沿岸施設は海への眺望確保と共に海からの眺めに配慮


④ 都市軸－道路・鉄軌道軸：〇諸要素が調和し個性を表現する沿道景観の形成 〇街路樹等の緑地軸形成


⑤ 歴史軸－街道軸　　　　：〇沿道諸要素が歴史的な雰囲気の残る周辺も含め、一体的に調和し継承・育成


「地区景観」① 住宅地区　　　　　　　：〇地区の個性を継承・育成し、土地とのつながりを意識した良好な景観形成


② 商業業務地区　　　　　：〇諸要素のﾃﾞｻﾞｲﾝを高め、一体となって調和し、街の顔となる景観の形成


③ 産業地区　　　　　　　：〇緑化など就業者の憩える空間づくりを進め、潤いを感じる景観を形成


④ 港湾地区　　　　　　　：〇港の風景など魅力的な景観の保全・育成 〇海に映える建物ﾃﾞｻﾞｲﾝ配慮


⑤ 田園地区　　　　　　　：〇田園景観の一体性に配慮 〇棚田など貴重な歴史文化資源として保全・継承


⑥ 開発市街地地区　　　　：〇景観形成のﾓﾃﾞﾙ 〇多様な個性と魅力を感じ得る賑わいある都市景観の創造


「点景観」　① 緑・水の拠点　　　　　：〇地域と一体的な公園等の整備・維持 〇地域における水と緑の拠点景観の育成


② 交通の拠点　　　　　　：〇諸要素のﾃﾞｻﾞｲﾝ配慮と周辺調和 〇地域特性の感じ得る玄関口に相応しい景観


③ 歴史・文化資源　　　　：〇景観拠点として、周辺の環境も含め一体的な調和が図られる継承・育成


④ 公共・大規模建造物　　：〇景観づくりの手本として、周辺との調和、地域性あるﾃﾞｻﾞｲﾝ、環境配慮








(1)景観条例の運用


景観条例に基づく景観形成の推進


推進体制の整備　　　　　　　協働の体制整備、支援措置


景観計画に基づく景観形成　　実効性ある届出による規制誘導


景観重要建造物・樹木　　　  指定による維持･保全･継承


公共事業景観形成指針　　　　自ら手本となる指針の策定･周知


(2)景観法の運用


景観法に定められるその他制度の効率的な活用


景観計画の住民提案制度　　　地元提案による景観ルール


景観協議会　　　　　　　　　持続的な協議の場の設置


景観重要公共施設　　　　　　まちづくりと一体となる整備


景観協定　　　　　　　　 　 地域の自主規制による維持増進


景観整備機構　　　　　　　  積極指定により民間活力の活用























景観形成に関連する事業、啓発･支援策、法令等の制度等に基づく規制･誘導等が相互に連携し、取組みを推進することとし、庁内の「美しい景観づくり連絡調整会議」、市町村との「大阪府景観形成誘導推進協議会」を積極的に活用








法･条例の運用方針を示すとともに、講じていくべき　　　２．施策の体系


景観形成のための施策を３つの体系に分類して提示


１．景観条例及び景観法の運用方針　　　　　　　　　　　　　　　　　



































３．様々な施策との連携




































































■様々な施策との連携による景観形成の推進











第2章　景観形成の基本目標











　　　　　　　　　　　　　　　　大阪の景観特性、景観の課題をまとめ、景観形成の目標を設定


１．大阪の景観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．景観形成の基本目標
























































　　


















































　





景観特性


①自然的特性　　　３方の山系、西に開けた大阪湾、平野を貫く淀川・大和川が府民に潤いを与える


②社会経済的特性　都心部は魅力と活気、郊外は憩いの空間。都心部からの放射状軸と環状軸


③歴史文化的特性  上町台地の歴史遺産、中ノ島の近代建築、巨大古墳群の緑や街道軸の歴史ネット


景観の課題


〇 雑然としていて緑が少ない等、景観面ではマイナスのイメージが強い


〇 美観を損ねている｢広告物｣｢電線・電柱｣｢露出したゴミ置場｣｢雑然とした家並み｣


〇 ｢タバコ・ゴミのポイ捨て｣｢違法駐車・駐輪｣などの景観に関連するマナーが課題


〇 経済活動などにより、まちの景観が大きく変容








第４章　景観形成を推進するための施策の体系





第３章　景観形成を推進する地域








